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3. 部分草生法について

部分草生法は，樹冠下を清耕状態で維
持することにより樹と草の養水分の競合
を防ぎ，樹（列）間を草生にして，刈草
を樹冠下に投入し，有機物を補給するこ
とにより，地力の維持向上が図れる。

若木時代のリンゴ樹は，養水分の競
合が発生しやすいため，樹冠下は清耕
を維持し，養分を競合しないようにす
る必要がある。

また草生からの蒸散量を抑制するた
めに刈り取りや除草剤の散布を頻繁に
実施する必要があるが，刈り取った場
合，樹冠下の清耕部分への敷草とする
ことにより，土壌からの水分の蒸発量
を抑制することができる。

部分草生法は，果樹と草生との養水
分の競合を防ぎ，地力の維持増強をは
かるうえで，他の土壌管理法より優れ
ている。

部分草生法は多くの優れた点がある
が，樹冠下を清耕状態で維持するため，
草刈り機による刈り取りや除草剤の散
布が必要である。

4. 草生が果樹の樹体生育に
与える影響

草生が果樹の樹体生育に与える影響
は，古くから検討されている。

Atkinson は，草生は表層土壌のリ
ンゴ樹根群の分布を明らかに抑え，帯
状草生においては大部分の根が草生部
分ではなく除草剤散布により裸地化し

た部分に分布することを報告している
（Atkinson 1977）。

横田らは，リンゴ樹園地の土壌表面
管理方法を違えた試験区を設置し，リ
ンゴ樹の樹体生育と土壌の乾燥につい
て検討をしている。ふじ /M.26/ マル
バカイドウの 2 年生樹に対し，グリ
ホサート系除草剤を年 2 回散布した
場合のリンゴ樹の樹体生育は，中耕
を含む清耕と比較し同等の生育とな
り，パラコート系除草剤の 4 回散布や，
刈り取りによる管理と比較し良好な生
育となると報告している。また，グリ
ホサート系除草剤による管理は，試験
区内の土壌 pF が 2.7 を超える回数が
少なく，雑草との水分競合が緩和され
ると考えられる（横田・清水 1983）。

伊藤らは，ミカン樹において，メヒ
シバをパラコート系除草剤により枯殺
した場合 2 ～ 3 日中にミカン新根の
旺盛な伸長が始まるのに対して，メヒ
シバを刈取った場合には伸長は緩慢で
ありと報告している。この現象は除草
剤の散布によるメヒシバの根の活力の
違いによるものと推察している（Ito 
et al. 1976）。

いずれの報告においても，草生が果
樹の樹体生育に影響を与えるとし，果
樹の生産を安定化するためには草生管
理が必要である。

5. リンゴの高密植栽培に
おける土壌表面管理

近年，イタリアやアメリカにおいて，
リンゴ園の早期成園化と高収量をねら

いとした単位面積当たりの栽植本数を
多くした高密植栽培 ( トールスピンド
ル ) が行われている。現在，長野県に
おいても，これまで普及を図ってきた
わい化栽培と比較し，単位面積当たり
の栽植本数を増した高密植栽培の検討
を行っている。

高密植栽培で利用されるリンゴ樹の
苗木（フェザー苗）は，根域が狭く養
水分の競合が発生しやすいため，植え
付け直後から数年間は樹冠下の草生管
理を実施し，リンゴ樹と草生の養水分
の競合を回避する必要がある。

アメリカでは，植え付け 2 ～ 4 年
目のリンゴ樹の高密植栽培において，
除草剤の散布期間を変えて樹冠下の草
生管理を行う試験が実施され，7 月以
降樹冠下の草生管理を行わないと果実
生産に影響を与え収益が減少するとい
う報告がされている（Breth 2015）。

逆に，樹齢が進んだリンゴ樹の高密
植栽培において，イタリアでは，リン
ゴ樹の栄養生長を抑制し果実品質を向
上する目的で秋季に樹冠下の草生を
維持して窒素のコントロールを行う
ことが推奨され，草刈りによる草生
管理を基本とすることが示されてい
る（Guidelines for Integrated Pome 
Cultivation 2016）。

6. 果樹園における新たな
土壌表面管理方法の模索

高密植栽培は，単位面積当たりの収
量が増加することが明らかとなってお
り，栽培管理作業のより省力化・軽労
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化が望まれる。リンゴ樹の高密植栽培
において着果管理作業や着色管理作業
は，生育調節剤の利用と機械化により，
単位収量当たりの管理作業時間が減少
することが実証されている。今後，高
密植栽培の大面積化が予想され，収穫
作業や土壌表面管理作業についても，
省力化を図る必要があると考えられる。

長野県果樹試験場では，現在，リン
ゴ樹の樹冠下を清耕とせず，栽培管理
作業に支障がない程度に草生を維持す
る管理方法の検討を行っている。

具体的には，樹冠下の草生の刈り取
りを効率よく実施できる管理機の開発
実証や，低濃度の茎葉処理剤による草
生の生育抑制・再生遅延，茎葉処理剤
の散布時期，草生に対する灌水と草生
の維持などの検討を行っている。

リンゴ樹の樹冠下を清耕とせず栽培

管理作業に支障がない程度に維持する
管理法や，樹冠下の草生の維持を利用
したリンゴ樹の樹勢コントロールにつ
いては，多方面からの検討が必要と思
われる。

今後は，管理機の開発を含む草刈り
の方法，除草剤の効率的な利用方法，
果樹に対する灌水と液肥を組み合わせ
た灌水同時施肥，緩効性肥料を含む施
肥量・施肥時期，通路を含めた草生を
維持するための灌水方法，雑草の発生
状況と病害虫の発生，野そ対策等多く
の検討すべきことがあると考えられ，
栽培，土壌肥料，病害虫の研究者が総
合的に検討を進める必要があると考え
られる。
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（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一山椒藻（サンショウモ）

サンショウモ科サンショウモ属の一年生の水生シダ植物。
1 科 1 属で，世界に 10 種あるうちの本種が日本に自生する。
長さ数センチから 10 センチほどの茎に，大きさ 1cm ほど
の丸い葉を対生させ水面に浮かぶ。根はなく，水中に根のよ
うに見えるのは根状の水中葉。葉の表面に毛が密生し水をは
じく。

その姿をミカン科のサンショウの羽状複葉に見立てて名づ
けられた。サンショウは縄文の時代から利用されており，山
椒藻も古くから日本の池沼や水田などで，その可愛い姿を浮
遊させていたはずである。しかしながら，可愛いだけで利用
価値のない山椒藻は，万葉人などに歌に詠み込まれることは
なく，浮き草として目に留まっていただけのようである。

万葉集，巻三「譬喩 ( ひゆ ) 歌」第 390 番，紀皇女（きの
ひめみこ）にこんな歌がある。

「軽の池の　浦廻（うらみ）行き廻（み）る　
　　　　鴨すらに　玉藻の上に　ひとり寝なくに」
「玉藻」は美しい藻。万葉集で詠われる「藻」は，若布や

昆布などの海のものがほとんどであるが，少ないながらも淡
水のものもある。「軽の池」は奈良県橿原市にあった田圃の
ような人工の池で，さほど大きくもなかったものと思われる。
その池の水面で朝日を浴びてキラキラと輝きながら浮遊する
山椒藻と，その間を泳ぎ回る仲のいい二羽の鴨。それを見た
紀皇女は，対になった山椒藻の二つの葉は，池で泳ぐ鴨が蹴
散らしたとしても離れることはない，その鴨も，寝るときには
蹴散らした山椒藻を枕に二羽一緒に寝ているであろうに，それ
にひきかえ私はあなたと一緒に過ごせないのです，と詠う。

紀皇女は天武天皇の皇女で，軽皇子（かるのみこ，後の文
武天皇，軽の池は軽皇子のこととも）の妃であったが，弓削
皇子からも慕われていたとか。彼女の歌は，一人寝の寂しさ
を詠ったものだが，このときの彼女は，片想いだったのか，
恋人となかなか逢えなかったのか，それとも別れたばかりで
寂しかったのか。

「玉藻」を「山椒藻」に置き換えて万葉人に思いを馳せて
みた。
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